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〈
聖
な
る
感
謝
〉

毎
日
の
、
四
六
時
中
瞬
間
瞬
間
、
〈
聖
な
る
感
謝
〉
に
て
、
生
き
る
。

世
界
に
生
か
さ
れ
て
、
生
き
る
。

〈
聖
な
る
感
謝
〉
と
い
ふ
土
台
が
あ
れ
ば
こ
そ
、〈
眞
智
〉(

健
康
平
和

な
、
現
実
の
認
識)

に
て
〈
聖
愛
〉(

健
康
平
和
な
、
生
活
協
力)

が
、

可
能
。

〈
邪
智
〉
に
て
〈
俗
争
〉
の
今
の
地
球
を
、
し
だ
い
に
、
し
だ
い
に
、

ͧ
͘
͞
͏

浄
化
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
…
。

人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
は
、
〈
一
体
と
し
て
の
人
間
社
会
〉
の
う
ち
の
ひ

と
り
、
で
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
は
、
自
身
の
生
体
の
各
部
分
の
〈
協
同
〉
を
、
回
復
し
、

保
持
し
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
全
地
球
人
が
お
た
が
ひ
に
、
〈
安
心
の
呼

吸
〉
を
、
追
求
し
あ
ひ
ま
せ
ん
か
。

異
民
族
ど
う
し
が
、
ま
た
、
富
民
と
貧
民
が
、
怒
り
や
、
不
平
不
満
や
、

不
安
心
、
そ
れ
ら
を
も
ち
あ
つ
て
き
た
、
こ
の
数
千
年
間
。
し
だ
い
に
、

し
だ
い
に
、
卒
業
し
あ
つ
て
ま
ゐ
り
ま
せ
う
。

か
ら
だ
と
こ
こ
ろ
の
健
康
。
こ
こ
ろ
と
社
会
の
平
和
。
こ
れ
ら
を
、
地

球
に
増
や
し
ま
せ
ん
か
。

ヤマト平民会議への想ひ 1／5



受
け
技Θ

͟

毎
日
の
、
四
六
時
中
瞬
間
瞬
間
に
て
、
世
界
は
、
あ
り
が
た
い
か
、
あ

り
が
た
く
な
い
か
、
で
は
な
い
。
あ
へ
て
す
べ
て
を
、
あ
り
が
た
く
受
け

取
る
。
武
道
の
受
け
技
の
や
う
、
〈
聖
な
る
感
謝
〉
は
、
こ
こ
ろ
の
受
け

技
で
す
。
〈
聖
な
る
感
謝
〉
に
よ
り
、
ひ
と
り
ひ
と
り
、
自
身
の
生
体
の

各
部
分
の
〈
協
同
〉
が
、
実
現
し
や
す
い
。
人
び
と
と
、〈
安
心
の
呼
吸
〉

を
、
追
求
し
あ
ひ
や
す
い
。
人
間
社
会
の
、
こ
の
数
千
年
間
の
〈
過
渡
期
〉

＝
前
史
、
こ
れ
を
超
え
、
進
化
し
あ
ひ
や
す
い
。
人
間
社
会
の
健
康
平
和

化
に
、
奉
仕
し
あ
ひ
や
す
い
。
資
産
増
殖
の
み
に
、
と
ら
は
れ
た
、
一
部

の
方
が
た
を
、
超
え
て
ま
ゐ
り
ま
せ
う
。

道
徳
復
興

人
間
社
会
は
、
三
重
の
構
造
で
す
。

人
間
社
会
は
、
ま
づ
、
生
産
の
社
会
が
、
あ
り
ま
す
。
労
働
に
よ
る
生

産
の
社
会
、
で
す
。

そ
の
生
産
の
社
会
の
う
ち
に
、
認
識
表
現
の
社
会
が
、
あ
り
ま
す
。
認

識
に
よ
る
表
現
の
社
会
、
で
す
。

そ
の
認
識
表
現
の
社
会
の
う
ち
に
、
規
範
の
社
会
が
、
あ
り
ま
す
。
規

範
に
よ
る
調
整
の
社
会
、
で
す
。

規
範
に
よ
る
調
整
に
て
、
〈
聖
な
る
感
謝
〉
す
る
。

認
識
に
よ
る
表
現
に
て
、
〈
眞
智
〉(

健
康
平
和
な
、
現
実
の
認
識)

す

る
。労

働
に
よ
る
生
産
に
て
、〈
聖
愛
〉(

健
康
平
和
な
、
生
活
協
力)

す
る
。

社
会
の
三
重
に
て
、〈
聖
な
る
感
謝
〉
を
土
台
と
し
〈
眞
智
〉
に
て
〈
聖

愛
〉
す
る
。

こ
の
、
今
の
地
球
に
て
ま
れ
な
る
、
道
徳
復
興
を
し
た
い
。

こ
れ
こ
そ
、
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
へ
の
想
ひ
で
す
。
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超
近
代

日
本
は
百
五
十
年
前
、
西
欧
に
追
ひ
つ
け
追
ひ
超
せ
と
、
文
明
開
化
を
、

も
と
め
た
。
そ
の
西
欧
の
今
、
規
範
・
学
問
・
祈
り
・
芸
術
・
養
生
と
し

て
は
、
善
・
眞
・
信
・
美
・
健
と
し
て
は
、
む
し
ろ
〈
文
明
退
化
〉
し
て

ゐ
ま
せ
ん
か
。

一
万
年
以
上
の
〈
平
和
な
縄
文
智
の
記
憶
〉
も
あ
る
、
わ
れ
ら
日
本
民

衆
、
ヤ
マ
ト
平
民
の
、
出
番
で
な
い
で
す
か
。
と
く
に
、
子
ど
も
を
産
み

育
て
る
、
本
能
と
し
て
賢
い
、
女
性
に
お
い
て
。

こ
の
五
百
年
の
、
西
欧
民
族
主
導
の
近
代
か
ら
、
今
度
は
、
日
本
民
族

主
導
の
超
近
代
へ
。

迷
へ
る
ダ
ヴ
ォ
ス
会
議
で
は
な
く
、
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
こ
そ
を
、
興
し

た
い
。
純
情
な
日
本
民
族
の
、
新
時
代
の
誇
り
で
す
。

本
史

世
界
は
、
体
内
と
体
外
と
認
識
じ
た
い
、
で
す
。

世
界
は
、
意
志
の
三
重
と
、
必
然
の
三
重
。

道
徳
の
意
志
と
、
経
営
の
意
志
と
、
公
会
発
達
の
意
志
。

認
識
理
の
必
然
と
、
生
理
の
必
然
と
、
物
理
の
必
然
。

Γ

必
然
の
三
重
に
、〈
聖
な
る
感
謝
〉
す
る
。〈
眞
智
〉
に
て
〈
聖
愛
〉
し
、

人
間
社
会
の
本
史
と
し
て
、
意
志
の
三
重
す
る
。

本
史
の
起
点
が
、
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
な
の
だ
。

全
人
民
に
あ
る
、
健
康
平
和
欲
求
。
そ
れ
を
、
理
性
的
に
、
解
放
さ
せ

あ
つ
て
ゆ
き
た
い
。

実
は
、
地
球
人
、
宇
宙
に
お
い
て
、
後
進
生
物
で
あ
る
に
、
す
ぎ
ま
せ

ん
。

や
異
星
人
を
迎
へ
る
に
、
支
障
と
な
る
の
が
、
実
は
、
ア
イ

U
F
O

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
の
学
問
。
〈
次
の
学
問
〉
を
、
学
び
あ
ひ
ま
せ
う
。
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生
活
修
正

人
間
の
生
活
に
て
、
苦
し
み
や
悩
み
は
、
必
然
な
の
で
す
。

必
然
の
、
苦
し
み
や
悩
み
か
ら
、
逃
げ
さ
せ
る
教
へ
も
、
多
い
が
、
そ

れ
で
は
、
人
間
の
進
化
が
、
完
成
せ
ぬ
。
必
然
の
、
苦
し
み
や
悩
み
こ
そ
、

導
き
の
糸
。〈
聖
な
る
感
謝
〉
し
つ
つ
、
体
内
の
〈
快
〉
を
、
求
む
。〈
無
〉

Ή

＝
不
快
が
無
い
を
、
求
む
。
〈
聖
な
る
感
謝
〉
を
土
台
と
し
〈
眞
智
〉
に

て
〈
聖
愛
〉
す
る
。
ヤ
マ
ト
平
民
会
議
へ
の
想
ひ
を
、
理
解
で
き
、
参
画

で
き
る
方
は
、
す
で
に
、
救
は
れ
て
ゐ
る
。

生
活
を
、
六
面
か
ら
、
考
へ
ま
す
。
ひ
と
り
ひ
と
り
が
、
自
身
の
体
内

に
、
注
意
し
あ
ひ
つ
つ
、
六
面
か
ら
、
考
へ
る
。
姿
勢
動
作
は
、
こ
れ
で

よ
い
か
…
。
呼
吸
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
食
事
と
排
泄
は
、
こ
れ
で
よ

い
か
…
。
人
間
関
係
、
と
く
に
異
性
関
係
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
精
神

は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
生
活
環
境
は
、
こ
れ
で
よ
い
か
…
。
体
内
の
〈
快
〉

を
、
求
む
。
〈
無
〉
＝
不
快
が
無
い
を
、
求
む
。
か
う
求
め
つ
づ
け
る
人

が
、
ま
だ
ま
だ
少
い
、
今
は
、
世
間
の
言
説
に
、
で
た
ら
め
も
多
い
。
世

間
の
言
説
を
、
信
ぜ
ず
、
疑
は
ず
、
自
身
に
て
、
是
非
を
確
認
す
る
。
冥

想
生
活
。
求
道
実
行
。

͙

ͩ

͏

苦
し
み
や
悩
み
こ
そ
を
、
導
き
の
糸
と
し
、
生
活
を
、
六
面
か
ら
、
修

正
し
つ
づ
け
る
。
そ
の
時
な
り
に
、
愉
し
み
や
悟
り
に
も
、
接
近
す
る
。

個
人
の
生
活
修
正
か
ら
、
自
然
に
、
社
会
改
善
に
向
ふ
こ
と
も
、
あ
る
。

苦
し
み
や
悩
み
と
、
愉
し
み
や
悟
り
を
、
く
り
か
へ
す
の
が
、
自
然
な
人

生
…
。

ひ
と
り
ひ
と
り
は
、
自
身
の
生
体
の
各
部
分
の
〈
協
同
〉
を
、
回
復
し
、

保
持
し
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、
全
地
球
人
が
お
た
が
ひ
に
、
〈
安
心
の
呼

吸
〉
を
、
追
求
し
あ
ひ
ま
せ
ん
か
。

冥
想
生
活
か
ら
こ
そ
、
〈
諸
個
人
の
自
立
と
協
同
〉
は
、
あ
る
。
自
身

の
体
内
に
よ
く
注
意
す
る
か
ら
こ
そ
、
他
者
の
体
内
に
つ
い
て
も
、
予
感

で
き
る
。
や
が
て
は
、
や
が
て
は
、
〈
諸
民
族
の
自
立
と
協
同
〉
へ
も
、
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旅
立
て
る
。

あ
り
う
る
地
球
公
会
へ
、
道
徳
協
会
運
営
は
、
体
内
注
意
の
推
進
に
、

ほ
ん
ね
表
明
の
仲
介
を
、
調
和
さ
せ
ま
す
。

〈
合
掌
〉

人
間
の
生
理
構
造
と
し
て
、〈
聖
な
る
感
謝
〉
す
る
、
姿
勢
動
作
は
、〈
合

掌
〉
で
す
。
こ
こ
に
言
ふ
〈
合
掌
〉
は
、
た
だ
の
合
掌
で
な
く
、
な
る
べ

く
鉛
直
に
立
ち
、
背
骨
を
伸
し
、
肚
に
力
が
こ
も
る

(

＝
陽)

や
う
に
し
、


Β

眉
間
が
さ
え
る

(

＝
陰)

や
う
に
、
な
る
べ
く
肘
を
水
平
に
張
り
、
合
掌

す
る
。
立
ち
姿
勢
が
基
本
形
で
あ
り
、
正
座
姿
勢
や
、
仰
臥
姿
勢
な
ど
の

変
化
形
も
あ
る
。

人
間
の
直
立
二
足
歩
行
は
、
自
覚
的
な
、
姿
勢
動
作
と
呼
吸
の
調
整
が

な
い
と
、
常
態
に
な
ら
な
い
。
直
立
二
足
歩
行
と
、
自
覚
認
識
と
、
音
声

言
語
や
文
字
言
語
と
い
ふ
、
人
間
の
生
理
的
進
化
な
い
し
認
識
発
達
に
お

い
て
、
臓
腑
と
手
足
の
体
液
分
布
を
、
病
態
な
い
し
半
病
態
か
ら
、
常
態

へ
、
自
覚
的
に
、
修
正
し
て
い
く
べ
し
。
ま
た
、
記
憶
と
注
意
と
発
想
に

良
い
、
血
液
の
栄
養
状
態
を
、
追
求
す
べ
し
。
な
ほ
、
健
康
平
和
生
活
の

根
本
で
あ
る
、
食
事
は
、
他
生
物
の
生
命
を
、
自
分
自
身
の
生
命
に
、
供ͦ

ͳ

へ
養
ふ
こ
と
で
す
。
人
間
ひ
と
り
ひ
と
り
の
自
分
自
身
は
、
他
生
物
に


͠
ͳ

と
り
、
供
養
相
手
で
す
。

͘



͏

常
に
変
化
し
て
ゐ
る
、
世
界

(

体
内
と
体
外
と
認
識
じ
た
い)

に
、〈
聖

な
る
感
謝
〉
し
、
調
和
し
て
安
定
す
る
こ
と
を
、
く
り
か
へ
す
。

ヤ
マ
ト
平
民
会
議
と
い
ふ
、
人
間
社
会
の
本
史
の
起
点
か
ら
、
人
間
社

会
が
健
康
平
和
化
し
て
ゆ
く
必
然
を
、
理
性
的
に
、
待
た
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。


